
令和6年5月31日「釈迦堂川流域水害対策協議会」発足会

⚫ 阿武隈川水系釈迦堂川等が令和６年３月２６日に特定都市河川及び特定都市河川流域の指定になったことから、流域水害対策計画

の策定に向けた「釈迦堂川流域水害対策協議会」の発足会を令和６年５月３１日に開催。

⚫ 協議会では、流域水害対策計画に定める事項や浸水被害対策の基本的な考え方、計画策定に向けた今後のスケジュール等について

事務局より説明し、意見交換を行った。

【出席者】上記写真左から

東北地方整備局 上森副局長
⚫ この協議会において、さらなる治水対策の加速化や、流出抑制対策の強化を行い、
「地域を”みず”から守る」流域治水の取り組みをより一層推進し、釈迦堂川流域のモ
デルが福島県内はもとより、全国に発信していけるよう、関係機関の皆様と連携し、流
域水害対策に取り組んで参りたい。

①東北地整 上森副局長（代理）

②東北農政局 松尾地方参事官（代理）

③矢吹町 鈴木副町長（代理）

④白河市 鈴木建設部長（代理）

⑤天栄村 添田村長

⑥日本大学 市岡専任講師

⑦須賀川市 橋本市長

⑧日本大学 朝岡教授

あげもり

鏡石町 木賊町長

⚫ 鏡石町は、現在、阿武隈川の流域治水ということで遊水地整備に協力している。

⚫ 釈迦堂川流域水害対策計画の中に、遊水地整備による阿武隈川本川の水位低下効果

が釈迦堂川にどのように影響するか表記しておくことが必要。

かがみいしまち とくさ

須賀川市 橋本市長

⚫ 須賀川市で田んぼダムの取り組みを進めているところ。上流側においても、一時的に
少しでも貯留という機能を充実させていただくということも大変期待をしている。

⚫ 阿武隈川下流域の減災の一助となる浜尾遊水地を有する須賀川市であるため、様々
な制約を受ける上流域の苦悩と、大雨のために不安を感じ、何度も被害を受けてきた
下流域の苦しみと、どちらも理解する立場として、流域治水の必要性を発信するととも
に、水害対策事業に取り組んでいく。

すかがわし はしもと

天栄村 添田村長
⚫ 釈迦堂川上流域の対策として、遊休地や耕作放棄地の整備、龍生ダムの浚渫と機能
強化、ため池の活用といった対応策があり、下流域に影響を及ぼさない対応ができる
かと思っている。

⚫ 整備については大変なこともあるので、いろいろと意見交換しながら進めていきたいと
思う。

てんえいむら そえた

⑨鏡石町 木賊町長

⑩福島大学 川越教授

⑪泉崎村 箭内村長

⑫西郷村 真船副村長（代理）

⑬福島地方気象台 平野台長

⑭福島森林管理署白河支署

佐藤支署長

⑮福島県 髙萩部参事（代理）

日本大学 朝岡教授 （座長）

⚫ 釈迦堂川および阿武隈川本川では何度も甚大な被害が発生しており、浸水被害を最
小限にとどめ、速やかに復旧できる体制が望まれている。これらを実現するために流
域のあらゆる関係者が協力する流域治水の推進が必要である。

⚫ 流域内の関係者が集まる本協議会は、重要な役割を担っており、釈迦堂川流域の自
然特性や地域性を踏まえ、実行性のある流域水害対策計画を検討していきたい。

あさおか


